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· 出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・5月3日、10日の懇談会に向けての自己紹介（アピール）を準備しておいて下さい

・入院、退院、転出メールの有り方について（4月27日より正式に運用開始）

　メールでの実施指令など分かりづらかったが、手順が出来上がったので、ボードに

　はってある紙ベースを確認下さい。

　人数増減のわかる一報メール、その後に詳細など記載したニ報メール（今までのもの）

　の流れになります。1報メールは直ちに行われるもの。

受け入れた転入側のメールは必要ありません。

　例えば、

　　　　土佐将志様の5月10日の退院予定メールは所定にそって本日実施しています。

　？分からないところは、管理者に聞いて下さい！

・28日9時30分、西病棟から野月　利章様が転入となります。

＜患者様連絡事項＞

・宮澤　涼太様～頭痛時のロキソプロフェンNa1Tが10回分処方となる。

・土佐　将志様～明日日赤受診（術前検査など）

　　　　　　　　入院時の病室は一般病室で良い（主治医から）

　　　　　　　　入院になる際の、当院処方を何日分準備すればよいのか日赤に確認の事

・歯科受診～原吉郎様

　　　　　　布施邦雄様

＜要注目患者様＞

・土佐　将志様～朝はスタッフの何度かの声掛けでやっと起きる事は出来るが、朝食

　　　　　　　　後に眠ってしまう。10時の声掛けの際にはその時の反応はないが、

　　　　　　　　間もなく起きてくる。日赤病院の問診表を記載準備する。

　　　　　　　　→明日は7時30分には朝食対応

　　　　　　　　⇒引き続き、朝の日課中心にリズム作りと、手術に向けての不安等の

　　　　　　　　　様子があれば、気持ちへの対処を進めて行く。

・庭田　美紀子様～現在困っていることはあまり感じていない様子。

　　　　　　　　　今後のついてはまだよくわからないと話す。

　　　　　　　　　⇒施設見学予定、生活力の確認、精神的に落ち着いて暮していくた

　　　　　　　　　　めの病気の勉強会をスタッフと個別に実施予定有ることの説明を

　　　　　　　　　　行っている。

　　　　　　　　　昼食後薬を飲みにこないため、スタッフが声掛け行っている。「うっかりしていたわ・・・」と話している。

　　　　　　　　　⇒服薬行動について、引き続き注意して対応していく必要がある。

・上村　みわ様～13時30分、エレベーターで下の階におりようとしているところを、

　　　　　　　　スタッフが発見している。「下に来ているのよ・・」

　　　　　　　　説明に抵抗なく自室へ戻り、午後のプログラム準備をしている。

　　　　　　　　⇒自室不在の時の本人所在を確認していく。

· 井上　和美様～午前の表情は落ち着いていた、

　　　　　　　　　午後は頭が痛いとOT不参加で経過。スタッフの訪室に25日からの

内服減量で眠れてないと話す。今日は額辺りをいじり、重い感じが

すると話す。

⇒本日は安静臥床で経過見る

　　　　　　　　　

